
令和6年度小さな拠点・地域運営組織形成支援事業

共創カレッジ

■ 小さな拠点 とは…
　小学校区など、複数の集落が散在する地域において、商店、診療所等の日常生活に不可欠な施設・機能や地域活動を行う
   場を、歩いて動ける範囲に集め、さらに周辺の各集落との間をコミュニティバスなどの個通手段により結んだ地域の拠点。

■ 地域運営組織(RMO:Region Management Organization) とは…
　地域の生活や暮らしを守るため、地域で暮らす人々が中心となって形成され、地域内の様々な関係主体が参加する協議組織
   が定めた地域経営の指針に基づき、地域課題の解決に向けた取組を持続的に実践する組織。

　少子高齢化や人口減少によって、地域の基礎的なコミュニティである集落や行政区などでは、
地域活動の担い手不足や関係性の希薄化により、良好な住環境の維持が難しくなるなど、様々な
課題が現れています。
　こうした中、地域に必要な生活サービスやなりわいを維持･確保し、住民が将来にわたり暮ら
し続けることを目指す地域運営の仕組みである「小さな拠点」や、その運営を担うとともに従来
の地域コミュニティの活動を補完する「地域運営組織（RMO）」の取組が注目されています。
　本事業では、小さな拠点・RMOづくりに必要なスキルを実践的に学ぶほか、同じ思いを持つ
仲間との交流などを通じて、持続可能な地域コミュニティの共創を目指します。

持続可能な地域コミュニティ
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共創カレッジで得られる
持続可能な地域コミュニティづくりの

①
ヒント

③
ネットワーク

②
スキル

地域コミュニティが抱える
様々な課題に対して、解決
策となり得る取組を事例を
交えて紹介します。

持続可能な地域コミュニ
ティづくりに必要な住民
等との「話合い」を円滑
に行うための手法を実践
形式で習得します。

県内で同じ思いを持つ仲
間と交流し、課題や悩み
を共有することで、互い
の活動をシンカさせるき
っかけをつくります。

「地域共創カレッジ」の全体プログラムは裏面をご覧ください
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持続可能な地域コミュニティをつくる上での「話合い」のプロセスの重要性や、小さな拠点・
地域運営組織形成に取り組む意義・目的について、高崎経済大学地域政策学部 櫻井 常矢 教授
による基調講演を行います。
※今後実施する以下の３プログラムの概要も説明します。

地域コミュニティを考える

出前講座
地域コミュニティ共創

スキルアップ研修会
地域コミュニティ

連携フォーラム(仮称)

講師：櫻井常矢 氏
(高崎経済大学 教授)

◾️日　時：令和６年７月1 日（月）　14 時～16 時
◾️場　所：福島県ハイテクプラザ　多目的ホール
　　　　　（郡山市待池台１－１２）
◾️対象者：市町村職員、集落支援員、地域おこし協力隊、
　　　　　地域活動に取り組む住民の方　など
◾️定　員：100 名

小さな拠点・RMOの取組を進
めるためには、住民等による話
合いと合意形成が重要です。研
修会では、話合いをまとめるた
めのファシリテーションスキル
などを実践形式で学びます。

■ 実施時期・回数
　 令和６年８月～１１月
 　全４回(毎月１回)の連続講座
■ 対象者
　 市町村職員、集落支援員、
　 地域おこし協力隊　など
■ 定　員
　 ２０名程度
■ 募集時期
　 令和６年７月に市町村を
　 通じて募集します。

【タイムスケジュールイメージ】
①県の施策説明　　　　  （20分）
②小さな拠点・RMO概要 （30分）
③事例発表（県内RMO） （30分）
④質疑応答・意見交換 　　（10分）
※内容は市町村と打合せ・調整した上
で実施

【各回テーマ（予定）】
①ファシリテーション研修
②グラフィックレコーディング研修
③実地研修(会津若松市内を想定)
④まとめ（参加者同士の意見交換）
※③以外は中通りで開催予定
※研修後、参加者の地区でフォロー
　アップも実施予定（１～２地区）

令和6年度小さな拠点・地域運営組織形成支援事業
主催：福島県企画調整部地域振興課
運営・お問い合わせ先：みらいくる「持続可能な地域コミュニティ共創カレッジ」事務局
　　　　　　　　　　　✉️staff@miraikuru.org　　　　　　　　　　　　　　　　　
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持続可能な地域コミュニティ共創カレッジ　全体プログラム

最新情報は
こちらから！
（福島県HP）

小さな拠点・RMOの制度概要
や、取り組むことによる地域の
メリットなどを県内の取組事例
を交えて紹介する出前講座を開
催し、持続可能な地域コミュニ
ティを共に考えます。

■ 実施時期
　 令和６年８月～１０月
■ 実施箇所
　 ３市町村･地区
■ 対象者
　 地域住民(行政区長等)
■ 補足事項
　 実施箇所は市町村に別途
　 照会した上で決定します。
　 (令和６年６月照会予定)

自治体関係者やRMO、中間支
援組織に加え、小さな拠点・
RMOの取組に関心のある地域
づくり関係者などを対象に交流
会を開催し、それぞれの取組の
共有や情報交換を行います。

■ 実施時期
　 令和６年１１月頃(予定)
■ 対象者
　 市町村職員、集落支援員、
　 地域おこし協力隊、RMO
　 事務局、取組に関心のある
　 地域づくり関係者　など
■ 補足事項
　 企画内容は調整中。
　 詳細が決まり次第、改めて
 　ご案内します。

高崎経済大学地域政策学部教授。
専門は社会教育学・地域づくり・市民協働。
現在、総務省地域力創造アドバイザー、総務省地域運営
組織に関する研究会委員等を務める。


